
 甲状腺は、首の下部中央（のどぼとけの下）にある重さ10～ 20g程度の小さな臓
器です。羽を広げた蝶のような形をしていて、気管を取り囲むように位置しています。
甲状腺は、血液中のヨウ素を能動的に取り込み、取り込んだヨウ素を主原料として甲
状腺ホルモンを作ります。甲状腺で作られた甲状腺ホルモンは、血液中に分泌され、
全身に運ばれて様々な働きをします。  
  甲状腺ホルモンには、体内のタンパク質合成やエネルギーの代謝の維持促進といっ

た新陳代謝の役割と、子供の体や脳の発育・発達を促進する役割があります。  
  

  本資料への収録日：平成29年３月31日 
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